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nia cordata Thunb.）について、東南アジアを中心に世界的に広く食用のために養殖されているティラピア（Hybrid Re








審   査   の   要   旨 
本研究はドクダミ（Houttuynia cordata Thunb.）から抽出されたエッセンシャルオイルが水産養殖として大きな市場
を持つHybrid Red Tilapia(Oreochromis mossambicus Linn. × Oreochromis niloticus Linn.)の病原性耐性、成長
促進に有効であることを見出し、その抽出法、飼料への添加方法及び最適添加濃度を明確にしている点で、養殖
産業の持続的発展への貢献が期待できる結果が多く含まれており、博士学位に値する成果が得られている。 
平成28年8月2日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行い、
本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって合格と
判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
